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第14号
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家具類の転倒・落下防止対策例 家具類の移動防止対策例
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主　な
掲載内容

＜ 2・3面 ＞ 建物の優良・違反情報を発信中!　優マーク制度／公表制度　　身近な電気火災を防ぎましょう！ 　
＜   4面   ＞ 救えるはずの命を救うために、救急車の適正利用を！　防災週間　Miniコラム 　プレゼントコーナー
　　　　　  防火標語・救急標語大募集！

<1>

家具類の地震対策で室内を安全に！

■家具類の転倒・落下・移動防止を！

地震前

　近年発生した地震で、けがをした人の３～５割が家具類の転倒・落
下が原因でした。
　また高層階では低層階に比べ揺れが大きく長く続く傾向があり、

転倒・落下に加え家具類が大きく移動する危険があります。
　避難通路・出入口付近に家具類を置かないようにするとともに、家具を置く向きに
も注意しましょう。けがや避難障害を防ぐためには、室内安全対策が非常に大切です。

　家具やテレビなどは、ネジや対策器具で固定しましょう。特に寝室には、家具をなるべく
置かないようにしてください。高層階では「移動」対策も心がけましょう。

　地震への備えは、そのうちやるのではなく「今すぐ」です。ぜひ家族みんなで、対策を行ってください。

地震後

もしベッドで寝ていたら
大変なことに…すぐに
対策をしましょう！
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東京はいつ大きな地震が発生してもおかしくない状態であると言われています。
大きな地震への備えとして何が必要でしょうか。

今すぐ

詳しくは、東京消防庁ホームページ掲載の「家具類の転倒・落下・移動防止対策ハンドブック」をご覧いただくか、お近くの消防署にお問合せください。


